

















田・新井 , 1992；2003； Lowe, 2011）。テフラはギリシャ語の灰を意味す





























国際地質科学連合（IUGS；International Union of Geological Sciences）
から 1976 年に地層命名や層序区分の指針の一つとして「International 
Stratigraphic Guide」が出版された（Harland et al., 1989）。その後、新
図 1　現行の第四紀の地質時代区分と日本の考古学的区分の対比
地質時代区分の年代は ICS chart （v2019/05）による。考古学的区分の年
代は山田（2019）による。中期更新世は“チバニアン”と命名する案が
IUGS 執行委員会で承認された（2020 年 1 月）。
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たな提案を受けいれつつ議論を重ねて 1994 年に第 2 版が出版され
（Salvador, 1994）、2001 年には「国際層序ガイド」として日本語に翻訳
出版されている（日本地質学会訳編、2001）。IUGS の中には国際層序委
員会（ICS；International Commission on Stratigraphy）という組織があり、
その中の小委員会で選抜された委員や層序学者たちが地質区分ごとに
working group を作って、その後も継続して議論を行っている（Gradstein 







たが、2009 年 6 月 30 日に IUGS 執行委員会は新しい第四紀の定義を
正式に承認し、さらに従来は鮮新世に区分されていた ジェラシアン期
（Gelasian Age）を第四紀更新世に含めることとなった（図 1）。このジェ
ラシアン期の基底を含む地層の模式地はイタリアの Monte San Nicola
に決定され、その年代は 258.8 ka（千年）である。これが第四紀の始ま






の North GRIP 氷床コア（75.10°N, 42.32°W）における 11,700 cal y b2k 
（AD2000 から暦年スケールで遡及した年数）を基準とする提案が、2008
年 5 月に IUGS 執行委員会で承認された（Walker et al., 2009）。この氷
床コアにはヨーロッパ各地や北大西洋の深海底堆積物中に広く見出され
ている Saksunarvatn Ash（10,347 cal y b2k）と Vedde Ash（12,171 cal y 
b2k） という 2 枚のテフラ層が介在しており、その 2 枚のテフラ層の間















Eifelmaar（ドイツ）、Splan Pond（カナダ）、水月湖 （福井県）、Lake 
Maratoto（ニュージーランド）、Cariaco Basin の深海底堆積物（ベネズ
エラ沖）の 5 ヶ所が選定されている。
　 直 近 で は、2018 年 6 月 14 日 に IUGS 執 行 委 員 会 で 完 新 世 を グ
リーンランディアン期（Greenlandian Age）、ノースグリッピアン期
（Northgrippian Age）、メガーラヤン期（Meghalayan Age）の 3 つに細




ヤ州の Mawmluh Cave で採取された石筍の年代測定から得られた 4,250 
y b2k で、模式標本はスミソニアン博物館に展示される。ちなみに、こ
の区分に従って前期完新世、中期完新世、後期完新世と記述する場合、

































地点；McLean et al., 2018）
右図：×：Kg が確認されている地点（嶋田、2000 の図 9 を改編）、▲：
カワゴ平火山、●：中屋敷遺跡

























































石中に埋没して炭化した立木を測定した Kigoshi and Endo （1963）の
2,830 ± 120 14C yrs BP （Gak-253）であろう。その後、葉室（1977）は
火砕流堆積物から採取した炭化木片の年代を 3,250 ± 70 14C yrs BP（TK-
191）と報告した。その後、多くの年代値が報告され、嶋田（2000）はそ
れらの年代値 2,700 ～ 3,400 14C yrs BP を当時の較正方法（CALIB3.0； 
Stuiver and Reimer, 1993）で較正年代 2,750 ～ 3,720 cal yrs BP を得たう
えで、Kg の上下のテフラ層の年代値や層位関係を吟味して、Kg の噴出
年代を 3,060 ～ 3,190 yrs BP と推定した。その後、Tani et al.（2013）は
ステージⅢの火砕流堆積物中から見つかった炭化した立木の年代をウィ
グルマッチング法によって、 3,151 ～ 3,126 cal yrs BP（1,210 ～ 1,187 cal 
yrs BC）と報告した。現時点では、この Tani et al.（2013）による報告
が最も高精度な Kg の噴出年代と考えられるだろう。
　嶋田（2000）によるとステージⅡのカワゴ平降下軽石層（KGP）の分
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